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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成23年11月17日(2011.11.17)

【公開番号】特開2009-175123(P2009-175123A)
【公開日】平成21年8月6日(2009.8.6)
【年通号数】公開・登録公報2009-031
【出願番号】特願2008-253279(P2008-253279)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｓ  19/30     (2010.01)
   Ｈ０４Ｂ   1/707    (2011.01)
   Ｇ０１Ｓ  19/34     (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｓ   5/14    ５４８　
   Ｈ０４Ｊ  13/00    　　　Ｄ
   Ｇ０１Ｓ   5/14    ５５２　

【手続補正書】
【提出日】平成23年9月29日(2011.9.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　拡散符号で拡散変調された測位用信号の受信信号と前記拡散符号のレプリカ信号との相
関演算処理を行う測位モードとして、第１モード用処理期間において相関値の平均化処理
を行って相関値を出力する第１モード、及び、第２モード用処理期間において相関値の積
算処理を行って相関値を出力する第２モードが有り、
　前記第１モード用処理期間の中間時点と前記第２モード用処理期間の積算基準時点とを
同一タイミングとして、前記第１モード及び前記第２モードを繰り返し実行することと、
　前記第１モード用処理期間及び前記第２モード用処理期間のうちの少なくとも一方の期
間におけるＯＮ／ＯＦＦ期間の割合を可変に設定することと、
　を含む相関演算処理実行方法。
【請求項２】
　前記実行することは、前記第１モード用処理期間と前記第２モード用処理期間とを１／
２ずらして並行して実行することである請求項１に記載の相関演算処理実行方法。
【請求項３】
　前記割合を可変に設定することは、前記第１モード用処理期間及び前記第２モード用処
理期間の両方の期間において同一タイミングのＯＮ期間及びＯＦＦ期間を設定することで
あり、
　前記設定されたＯＮ期間の中間時点の到来間隔が前記第２モード用処理期間となり、前
記設定されたＯＦＦ期間の中間時点の到来間隔が前記第１モード用処理期間となる請求項
２に記載の相関演算処理実行方法。
【請求項４】
　前記割合を可変に設定することは、前記第１モード用処理期間にＯＮ期間及びＯＦＦ期
間を設定することであり、
　前記第１モードのＯＮ期間の中間時点と前記第２モード用処理期間の積算基準時点とが
同一タイミングとなる請求項１に記載の相関演算処理実行方法。
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【請求項５】
　前記割合を可変に設定することは、前記第２モード用処理期間にＯＮ期間及びＯＦＦ期
間を設定することであり、
　前記第１モード用処理期間の中間時点と前記第２モードの積算基準時点とが同一タイミ
ングとなる請求項１に記載の相関演算処理実行方法。
【請求項６】
　前記割合に関する指示信号を入力することを更に含み、
　前記割合を可変に設定することは、前記指示信号に基づいて、前記ＯＮ／ＯＦＦ期間の
割合を可変に設定することである、
　請求項１～５の何れか一項に記載の相関演算処理実行方法。
【請求項７】
　拡散符号で拡散変調された測位用信号の受信信号と前記拡散符号のレプリカ信号との相
関演算処理を行う測位モードとして、第１モード用処理期間において相関値の平均化処理
を行って相関値を出力する第１モード、及び、第２モード用処理期間において相関値の積
算処理を行って相関値を出力する第２モードを有し、前記第１モード用処理期間の中間時
点と前記第２モード用処理期間の積算基準時点とを同一タイミングとして、前記第１モー
ド及び前記第２モードを繰り返し実行する相関演算処理部の動作を制御する制御回路であ
って、
　前記第１モード用処理期間及び前記第２モード用処理期間のうちの少なくとも一方の期
間におけるＯＮ／ＯＦＦ期間の割合を可変に設定する期間可変設定部と、
　前記期間可変設定部により設定された前記割合に従って前記相関演算処理部の動作を制
御する動作制御部と、
　を備えた制御回路。
【請求項８】
　拡散符号で拡散変調された測位用信号の受信信号と前記拡散符号のレプリカ信号との相
関演算処理を行う測位モードとして、第１モード用処理期間において相関値の平均化処理
を行って相関値を出力する第１モード、及び、第２モード用処理期間において相関値の積
算処理を行って相関値を出力する第２モードを有し、前記第１モード用処理期間の中間時
点と前記第２モード用処理期間の積算基準時点とを同一タイミングとして、前記第１モー
ド及び前記第２モードを繰り返し実行する相関演算処理回路と、
　前記第１モード用処理期間及び前記第２モード用処理期間のうちの少なくとも一方の期
間におけるＯＮ／ＯＦＦ期間の割合を可変に設定する期間可変設定部を備えた制御回路と
、
　を具備した信号処理回路。
【請求項９】
　請求項８に記載の信号処理回路と、
　前記相関演算処理回路の相関結果を用いて測位演算を行う測位演算回路と、
　を備え、
　前記測位演算回路は、前記信号処理回路の前記制御回路に前記割合に関する指示信号を
出力し、
　前記制御回路の前記動作期間可変設定部は、前記指示信号に基づいて前記ＯＮ／ＯＦＦ
期間の割合を可変に設定する、
　測位装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】相関演算処理実行方法、制御回路、信号処理回路及び測位装置
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、相関演算処理実行方法、制御回路、信号処理回路及び測位装置に関する。
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